
平成25年度「関係性メトリックに基づく新世代のネットワークアプリケーションに関する 
研究開発」の研究開発目標・成果と今後の研究計画 

２．研究開発の目標 

３．研究開発の成果 

１．実施機関・研究開発期間・研究開発費 
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実施機関 国立大学法人 京都大学（代表研究者）、国立大学法人 電気通信大学、株式会社 神戸デジタル・ラボ 

研究開発期間 平成25年度から平成26年度（2年間）  

研究開発費  総額 70百万円（平成25年度 36百万円） 

H25年度 インタフェースとプロトコルの仕様策定 

H26年度 JGN-X仮想化基盤を利用したアーキテクチャの統合実験 

実用化に向けた社会実験を行い、関係性メトリックの強いものに対し、体感として2秒以内に到達できることを目標とする。 

課題ウ-３-１ 関係性メトリックサービスシステムの研究開発 

課題ウ-３-１-１ 関係性メトリック形成技術 

関係性メトリックの元となる情報を最上位レイヤから受け取るためのインタフェースと関
係性メトリックを最下位レイヤに提供するためのインタフェースの仕様を策定した。 

課題ウ-３-１-２ 関係性メトリック構造化技術 
関係性メトリックにアクセスするためのインタフェース仕様を策定した。 

課題ウ-３-１-３ 社会的コンテキスト抽出技術 

最上位レイヤから提供される情報のフォーマットと中間レイヤから最上位に提供する社
会的コンテキストの仕様を策定した。 

課題ウ-３-２ 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発 

課題ウ-３-２-１ 関係性メトリックによる制御メカニズム 
関係性メトリックによるネットワーク制御メカニズムの仕様を策定した。  

課題ウ-３-２-２ 資源・サービス制御プラットフォーム 

仮想化資源の利用状況を関係性メトリックによって定量化し、仮想インフラ上のボトル
ネックポイントを抽出し、制御する方式を策定した。  

課題ウ-３-２-３ 分散型資源・サービス制御技術 
課題ウ-３-２-２と連携するためのインターフェース仕様を策定した。 
仮想化資源の分散管理方式の仕様を策定した。 

社会実験への取り組み 

「提案アーキテクチャレイヤモデルにおけるレイヤ間のインタフェース策定および 
制御プロトコル仕様化」達成のため、具現化したアプリケーションを開発。 
抽出される関係性により、送信先とメッセージングに使用する資源を制御できることを確認。 

社会実験システム構成図 



課題ウー３－１ 関係性メトリックサービスシステムの研究開発成果 
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課題ウー３－２ 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発成果 
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 ４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）  

 ５．研究成果発表会等の開催について 
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 ６．今後の研究開発計画 
          この成果により、今後、どのような研究を行うのかを例示を上げながら、具体的、かつ簡潔に記載して下さい。 

※成果数は累計件数と（ ）内の当該年度件数です。 

H２５年度は、提案アーキテクチャレイヤモデルにおけるレイヤ間のインタフェース策定および制御プロトコル仕様化の達成のため、具現化
したアプリケーションを開発し、抽出される関係性により、送信先とメッセージングに使用する資源を制御できることを確認した。 
平成26年度は仮想化ネットワークテストベッド上に本アプリケーションを展開し、社会実験を行う。 

（１） Wireless Japan 2013への出展 

（３）モバイルソーシャライズシステムフォーラムの設立および運営 

関係性メトリックに基づいた情報到達範囲制御「アトラクト」をアプリケーションとして実装し、 
2013年5月29日～5月31日、東京ビッグサイトで開催されたワイヤレスジャパン2013に出展した。 
3日間好評を得ることができた。 

• 2011年9月、京都大学を代表発起人として、産業化推進フォーラム「モバイルソーシャライズシステム(MSS)・フォーラム」を設立 
• 委託研究開発による成果を参画企業（約30社）に紹介し、実用化を前提とした議論を行っている。 
• 産業フォーラムの各企業にライセンスの形で技術提供できるよう活動を続ける。 
• 平成25年度実績）フォーラム総会：4回、参画企業との個別打ち合せ： 月2回 x 5社程度実施 

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 プレスリリース 展示会 標準化提案 

関係性メトリックに基づく
新世代ネットワークアプリ
ケーションの研究開発 

１（０） ０ ９（２） ４０（１６） ４（１） ３（２） ０ 

（２） CEATEC Japan 2013への出展 

関係性メトリックに基づいた情報到達範囲制御「アトラクト」を、2013年10月3日～10月4日、 
幕張メッセで開催されたCEATEC Japan2013に出展した。 
2日間好評を得ることができた。 


